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研究テーマ
• グラフ理論

研究テーマの概要
専門はグラフ理論です．この分野は応用面にスポットライトが当たる事が多いようですが，私個
人は様々なグラフを graph connectivityやHamiltonicity, traceabilityなどの面から調べ分類してい
く事に興味を持っています．例えばあるグラフGの頂点集合が{v1, v2, . . . , vn}の時，各σ ∈ Snに対
して d(σ) =

∑n−1
i=1 dG(vσ(i), vσ(i+1))を考えます．もちろんGがHamiltonian pathを含む場合に限り

d(σ) = n − 1となるようなσが存在しますが，一般的には d(σ)について何が言えるでしょうか．こ
の d(σ)がとりうる値を調べる事で，グラフ内の頂点を全て巡る旅のしやすさやコスト，またグラフ
の構造そのもの，などを考える事ができます．
また graph coloringsにも興味を持っています．グラフ理論が注目を集めるようになった理由のひ

とつに四色定理（任意の平面地図は４色で色分けできる）があります．グラフ理論の言葉で言い直す
と，任意の平面グラフにおいて「隣り合う頂点同士が異なる色で塗られている」ようにするには4色
あれば十分である，というものです．これを「隣り合う頂点同士を区別できる」に読みかえたらどう
なるでしょう．たとえば下のグラフで隣り合う頂点同士を「区別」したいのに色鉛筆が2本しかない
場合，あきらめるしかないでしょうか．
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学生へのメッセージ
グラフ理論を学ぶ上で特に必要なのは（基礎の数学はもちろん大切ですが），グラフの構造や変形
方法など，数式だけでは表すことができない事柄をひとつひとつ正確に書き記していけるライティン
グスキルだと思います．（つまり国語が好きではないという人には不向きな分野です．）ただこれにつ
いては練習を積むことで必ず上達していきますから，あきらめないでグラフと付き合ってほしいです．
たくさん出ている本の中で“まずはここから”として使われているのが

• G. Chartrand, L. Lesniak, and P. Zhang, Graphs and Digraphs, Chapman and Hall/CRC,

2010.

• J.A. Bondy and U.S.R. Murty, Graph Theory, Springer, 2008.

あたり，それから

• G. Chartrand, Introductory Graph Theory, Dover Publications, 1984.

• G. Chartrand and P. Zhang, A First Course in Graph Theory, Dover Publications, 2012.

などは，グラフ理論の歴史やライティングの面も含めて参考になるかと思います．
博士前期課程 (修士課程) における少人数クラスのテーマとしては traversabilities in graphs and

digraphs, graph colorings/labelings などが挙げられます．他分野の意外なところでもグラフ理論が
使われているので，積極的にアンテナを張り，隠れたリンクを探してみてください．


